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表 1 受講生のレクリエーション ･スポーツ体験歴 (2008･09年度)
種目名 体験の傾向 体験したことがある (複数回答可)
小学校 中学校 高校 学校外
キックベースボ ソーレ 小学校で僻険 188(86.6) 38(17.5) 8(3.7) 0(0.0)
一輪車 ′J嘩校で体験 153(70.5) 8(3.7) 1(0.5) 10(4.6)
綱引き 学校,行事で体験 191(88.0) 120(55.3) 69(31.8) ll(5.1)
バドミントン 小中高校で体験 104(47.9) 140(弘 5) 148(68.2) 40(18.4)
ソフトサッカー .フットサル 小中高校で僻険 94(43.3) 98(45.2) 97(447) 28(12.9)
卓球 小中高校で体験 90(41.5) 160(73.7) 135(62.2) 45(20.7)
ソフトバレー 小中高校で体験 78(35.9) 67(30.9) 44(20.3) 8(3.7)
フライングディスク.ドジビー 経験者少ない 19(8.8) 10(4.6) 8(3.7) 12(5.5)
ティー ボ ソーレ 経験者少ない 17(7.8) 4(1.8) 3(1.4) 2(0.9)
インディアカ 経験者少ない 8(3.7) 12(5.5) 12(5.5) 3(1.4)
セパタクロー 経験者少ない 1(0.5) 3(1.4) 2(0.9) 2(0.9)
ペタンク 経験者少ない 1.1(5.1) 4(1.8) 1(0.5) 4(1.8)
ユニホック 経験者少ない 4(1.8) 6(2.8) 8(3.7) 0(0.0)
スピー ドボール 経験者少ない 4(1.8) 1(0.5) 2(0.9) 2(0.9)
キンボール 経験者少ない 15(6.9) 4(1.8) 1(0.5) 0(0.0)
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表2 レクリエーション･スポーツの種目特性と授業モデル案
種目名 施設 種目の特性 授業実践の結果をふまえた
時間数(h)人数(人) 技術.運動量 実施の際の留意事項と提案
キックベースボール 屋内外 野球型,ボールを蹴る 5アウト制か一巡して交替が適1h 攻守交替制,運動量少ない 投手を置 ず置いた球を蹴るのもよい
チーム9人､16-30小学校で経験多い 屋内ならソフトバレー 球も変化がある
ティー ボール 屋外 野球型,ボールを打つ 5アウト制か一巡して交替が適1h 攻守交代制,経験者は少ない グラブはなくても可能
チーム9人､16-30野球.ソフトボールの導入に適 ジャストミー トすると飛ぶがミスが多い
一輪車 屋内 自転車型 男子に比べ女子の方が経験多く上手1h 小学校で経験多い 子どもの時の経験の有無が大きい
1人で可､3人が適 バランスをとることが重要 未経験者は練習が必要である
綱引き 屋内 チームで力を競う競技 力の消耗が激しく数本で疲労する1h 学校,行事で経験多い 作戦とコンビネーションが重要となる
16-30 奥が深く,競技としても盛ん チームで作戦を立て練習するとよい
ソフトバレー 屋内 ネットリiレ-型 バドミントンコー ト使用1h 大きく柔かいボール,痛くなくネット レー コー トの場合6人以上がよい
チーム4人､8- 低いので年齢性別を問わず可能 3段攻撃とラリー を推奨する
インディアカ 屋内 ネットリル -型,羽球を打ち合う サーブ,打撃をするには練習が必要1h 経験者少ない 3段攻撃とラリー を推奨する
チーム4人､8- ネット低くやり易いが技術が必要 バドミントンコー ト使用
バドミントン 屋内 ネット型,羽球をラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本1h 学校で経験多い,競技スポーツ 3,4人でチームで対戦するとよい
2- 手軽だが競技は技術.体力が必要 上手くなるには技術と練習が重要
卓球.ラ-ジボール卓球 屋内 ネット型,ラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本1h 経験者多い,ラー ジ球経験なし 3,4人でチームで対戦するとよい
2～ 手軽だが競技は技術が必要 上手くなるには技術と練習が重要
ピックルボールソフトサッカ .フットサルユニホ クセパタクロフライングディスクドジビー,アルティメットスピー ドペタンキンボール 屋内 ネット型,ラケットで打ち合う シングルス,ダブルスが基本
1h 経験者なL バドミントンコ-ト使用 3,4人でチームで対戦するとよい
2- 中空球で速度遅く初心者も可能 経験者はテニス等ヘ移行するとよい
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